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なかむら きょうすけ

ふじた かずゆき

〇一般国道４２号すさみ串本道路（延長１９．２ｋｍ）は、令和７年春の開通に向け、

鋭意、改良・橋梁及びトンネル工事を進めているところです。

あざしがわ

〇しかしながら、安指川橋（仮称）の下部工事の場所打ち杭施工において、通常の

掘削機では対応できない硬質岩が多数出現し、掘削に時間を要しているところ

です。

○硬質岩の出現を確認した４月中旬以降も掘削機械の大型化等の対策を講じて

いますが、未だ対策必要箇所が多く残っているため、硬質岩の分布や対策工法

等について、有識者に意見を伺い、今後の対応について検討を進めます。

くしもと

くしもと

一般国道４２号すさみ串本道路の工事状況について

【安指川橋（仮称）の概要】

〇場 所：和歌山県東牟婁郡串本町和深地先

〇上部形式：PC３径間連結コンポ桁橋

〇橋 長：１２７ｍ

あざしがわ

ひがし む ろ くしもとちょう わぶか

令 和 ６年 ６月１８日１４時００分
近 畿 地 方 整 備 局
紀 南 河 川 国 道 事 務 所



一般国道４２号 すさみ串本道路 安指川橋 位置図
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異常気象時通行規制区間 1.6㎞
連続雨量250mmで通行止
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E42

開通済

事業中

すさみ串本道路 19.2ｋｍ 【H26事業化】
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串本太地道路
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安指川橋 (仮称)

127m

Ａ１～Ｐ１周辺の硬質岩の概況
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安指川橋P1施工箇所で硬質岩が出現

A1 P1 P2 A2

当該箇所

出現した硬質岩 P1の施工状況（場所打ち杭）

一般国道４２号 すさみ串本道路 安指川橋下部工事の状況
あざし がわくしもと

：施工完了箇所

：施工中箇所

10本/24本
施工完了

5ｍ/14ｍ
掘削済

R6.6.6時点

硬質岩によりビットが損耗し掘削難航

新品ビット 摩耗したビット

最大直径約1.3m

○４月中旬以降、最大直径約１．３ｍの硬質岩が多数出現し、掘削機械の大型化等の対策を講じ
ているが、掘削に時間を要している状況。

○さらに硬質岩の除去や損耗したビットの交換も行っており、通常より平均約５倍の施工時間を要
している状況。
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